
総合歯科学 3 1単位 6年 (後期)

Overview in Dentistry3 北村清一郎 ·教授 /歯学科 口腔解剖学第一講座 (口腔顎顔面形態学)，永田俊彦 ·教授 /歯学科 歯科保存学第二講座 (歯周歯内治療学)

三宅洋一郎 ·教授 /歯学科 口腔細菌学講座 (口腔微生物学)，松尾敬志 ·教授 /歯学科 歯科保存学第一講座 (歯科保存学)，伊藤博夫 ·教授 /歯学科 予防歯科学講座 (予防歯学)

木戸淳一 ·准教授 /歯学科 歯科保存学第二講座 (歯周歯内治療学)，二宮雅美 ·助教 /歯学科 歯科保存学第二講座 (歯周歯内治療学)

大石慶二 ·講師 /歯学科 歯科保存学第二講座 (歯周歯内治療学)

【授業目的】テーマ 1・人体解剖学は，体を骨格系や内臓系などの系統別に分け
て論ずる系統解剖学と，体の各領域について，異なる系統のものも一括して，
そこの構造全体を対象として論ずる局所解剖学に分けられる．2・3年次で修
得した解剖学はこの系統解剖学と頭頸部の局所解剖学である．ここでは，‘臨
床にさらに踏み込んだ形の頭頸部の局所解剖学’として，臨床のテーマ毎に，
その理解に必要な局所解剖学的事項について学習し，種々解剖構造のもつ臨
床的意義を理解する．さらに，関連する歯科・口腔外科疾患の診断・治療につ
いて学習し，‘エビデンスに基づく歯科・口腔外科診療’の考え方を修得する．
テーマ 2・基礎系科目および臨床系科目において習得した「歯周病」について，
知識の整理を行うとともに，総合的な観点から「歯周病」を理解することが
大きな目的である．歯周病の病態を細菌学的，免疫学的，生化学的側面から
理解し，また全身との関わりを学ぶことに加え，臨床面での新しい診断法や
治療法の実際を修得する．

【授業概要】テーマ 1・顎口腔領域の解剖と臨床 (8回分)
歯科医師として必要な頭頸部 (顎顔面口腔領域を中心とする)の局所解剖学的
知識を，臨床のテーマ毎にまとめ，解剖学的事項のもつ臨床的意義を解説す
る．
テーマ 2・歯周病と組織再生 (7回) ライフサイエンスの基礎的知識を通じて
歯周病の病態を理解するとともに，先端的な歯周治療の診断と治療および将
来展望についての知識を深める．

【授業形式】講義
【授業方法】講義 (プリント，スライド)
【授業場所】月曜 5時限，金曜 5時限，示説室
【授業テーマ】[授業テーマ]
【キーワード】[キーワード]
【先行科目】[先行科目]
【関連科目】[関連科目]
【履修上の注意】試験を受けるためには授業時間の 3分の 2以上出席していなけれ
ばならない．

その他の要件としては，学生便覧の歯学部規則に従う．
【到達目標】[目標]
【授業計画】

大項目 内容 担当
1. 上顎骨の臨床解剖学 無歯上顎骨の形態，上顎骨にあく孔・管，上顎洞 北村
2. 下顎骨の臨床解剖学 無歯下顎骨の形態，下顎骨にあく孔・管，下顎管，顎舌骨筋線 〃

3. 歯科局所麻酔時に必要な局所解剖学の知識
顎骨内の神経分布，上顎骨・下顎骨と浸潤麻酔，下顎孔伝達麻
酔に関連する解剖構造，三叉神経の解剖学 〃

4. 総義歯の形態と解剖構造 唇・頬側の研磨面形態と解剖構造，上顎義歯の形態と解剖構造，
下顎義歯の形態と解剖構造 〃

5. 顎骨およびその周辺の局所解剖学―上顎インプラントの植立を例に
どの部位が植立に適しているか，粘膜・骨膜の剥離，前歯部へ
の植立，上顎洞底への植立，上顎結節への植立 〃

6. 顎骨およびその周辺の局所解剖学―下顎インプラントの植立を例に
下顎骨へのインプラントの植立，口腔底への外科的処置，臼後
三角への外科的処置 〃

7. 口腔周辺の筋膜隙と歯性感染 口腔周辺の筋膜隙，上・下顎の歯の根尖からの化膿性炎症の波
及経路 〃

8. 摂食嚥下と義歯 喉頭蓋谷と梨状陥凹，舌・舌骨・喉頭・咽頭複合体と嚥下，舌
骨のはたらき，義歯は嚥下とどうかかわるのか 〃

9. 歯周治療の現状と課題 現在の歯周治療法，先端的な治療法，課題と展望 永田

10. 歯周病細菌の局所病原性 複数の病原菌が関与する歯周病の細菌学的病因論を宿主-寄生体
関係を軸に考える． 三宅

11. 歯周病と免疫応答 歯周組織における免疫応答を説明し，歯周病の病態を解説する． 松尾
12. 口腔内細菌の全身伝播 感染性心内膜炎など口腔細菌による病巣感染性疾患を再考する． 伊藤

13. 歯肉溝滲出液の生化学診断 歯肉溝滲出液中に含まれる種々の物質とその臨床的意義を考察
する． 木戸

14. 歯周組織再生療法の実際 歯周組織再生療法の種類，適応症および術式 二宮

15. 歯肉歯槽粘膜手術の実際 歯周組織をより正常な形態に近づける外科術式について解説
する． 大石
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【成績評価】試験を行う．試験方法については，担当教員を交え教務委員会で協
議決定する．
100点満点で 60点以上のものを合格とする．

【再試験】1回のみ行う．
【教科書】[教科書]
【参考書】[参考資料]
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217358
【連絡先】
⇒北村 (口腔顎顔面形態学分野教授室, 088-633-7319, kitamura@dent.tokush

ima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: (火∼ 金 16:15-17:45/4F 口腔解剖学1・
教授室))

⇒永田 (088-633-7343, nagata@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 月∼ 金 17:00∼ 18:00/3F 第2保存・教授室)

⇒三宅 (088-633-7329, miyake@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 月∼ 金 17:00∼ 18:00/4F 口腔微生物学・教授室)

⇒松尾 (0886337339, matsuo@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 月∼ 金 17:00∼ 18:00/2F 第1保存・教授室)

⇒伊藤 (088-633-7336, itohiro@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: (itohiro@dent.tokushima-u.ac.jp/月・水・金 16:00∼ 17:00/5F 予防歯
学・教授室/633-7336))

⇒木戸 (kido@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 月∼ 木 17:00
∼ 18:00/3F 第2保存・第1研究室)

⇒二宮 (088-633-7344, ninomiya@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 月∼ 金 17:00∼ 18:00/3F 第2保存・第1研究室)

⇒大石 (088-633-7344, ohishik@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 月∼ 金 17:00∼ 18:00/3F 第2保存・第1研究室)

【備考】履修には 3分の 2以上の出席が必要である．試験は学生便覧の歯学部規
則を満たしている者に対して行う．
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Overview in Dentistry3 1 unit 6th-year(2nd semester)

Seiichiro Kitamura · Professor / Anatomy, Course in Dentistry, Toshihiko Nagata · Professor / Periodontology and Endodontology, Course in Dentistry, Yoichiro Miyake · Professor / Microbiology, Course in Dentistry

Takashi Matsuo · Professor / Conservative Dentistry, Course in Dentistry, Hiro-O Ito · Professor / Preventive Dentistry, Course in Dentistry, Jun-ichi Kido ·Associate Professor / Periodontology and Endodontology, Course in Dentistry

Masami Ninomiya ·Assistant Professor / Periodontology and Endodontology, Course in Dentistry, Keiji Oishi ·Associate Professor / Periodontology and Endodontology, Course in Dentistry

Target〉 テーマ 1・人体解剖学は，体を骨格系や内臓系などの系統別に分けて論
ずる系統解剖学と，体の各領域について，異なる系統のものも一括して，そ
この構造全体を対象として論ずる局所解剖学に分けられる．2・3年次で修得
した解剖学はこの系統解剖学と頭頸部の局所解剖学である．ここでは，‘臨床
にさらに踏み込んだ形の頭頸部の局所解剖学’として，臨床のテーマ毎に，そ
の理解に必要な局所解剖学的事項について学習し，種々解剖構造のもつ臨床
的意義を理解する．さらに，関連する歯科・口腔外科疾患の診断・治療につ
いて学習し，‘エビデンスに基づく歯科・口腔外科診療’の考え方を修得する．
テーマ 2・基礎系科目および臨床系科目において習得した「歯周病」について，
知識の整理を行うとともに，総合的な観点から「歯周病」を理解することが
大きな目的である．歯周病の病態を細菌学的，免疫学的，生化学的側面から
理解し，また全身との関わりを学ぶことに加え，臨床面での新しい診断法や
治療法の実際を修得する．

Outline〉 テーマ 1・顎口腔領域の解剖と臨床 (8回分)
歯科医師として必要な頭頸部 (顎顔面口腔領域を中心とする)の局所解剖学的
知識を，臨床のテーマ毎にまとめ，解剖学的事項のもつ臨床的意義を解説す
る．
テーマ 2・歯周病と組織再生 (7回) ライフサイエンスの基礎的知識を通じて
歯周病の病態を理解するとともに，先端的な歯周治療の診断と治療および将
来展望についての知識を深める．

Style〉 Lecture
Manner〉 講義 (プリント，スライド)
Location〉 月曜 5時限，金曜 5時限，示説室
Theme〉 [授業テーマ]
Keyword〉 [キーワード]
Fundamental Lecture〉 [先行科目]
Relational Lecture〉 [関連科目]
Notice〉 試験を受けるためには授業時間の 3分の 2以上出席していなければなら
ない．
その他の要件としては，学生便覧の歯学部規則に従う．

Goal〉 [目標]
Schedule〉

大項目 内容 担当
1. 上顎骨の臨床解剖学 無歯上顎骨の形態，上顎骨にあく孔・管，上顎洞 北村
2. 下顎骨の臨床解剖学 無歯下顎骨の形態，下顎骨にあく孔・管，下顎管，顎舌骨筋線 〃

3. 歯科局所麻酔時に必要な局所解剖学の知識
顎骨内の神経分布，上顎骨・下顎骨と浸潤麻酔，下顎孔伝達麻
酔に関連する解剖構造，三叉神経の解剖学 〃

4. 総義歯の形態と解剖構造 唇・頬側の研磨面形態と解剖構造，上顎義歯の形態と解剖構造，
下顎義歯の形態と解剖構造 〃

5. 顎骨およびその周辺の局所解剖学―上顎インプラントの植立を例に
どの部位が植立に適しているか，粘膜・骨膜の剥離，前歯部へ
の植立，上顎洞底への植立，上顎結節への植立 〃

6. 顎骨およびその周辺の局所解剖学―下顎インプラントの植立を例に
下顎骨へのインプラントの植立，口腔底への外科的処置，臼後
三角への外科的処置 〃

7. 口腔周辺の筋膜隙と歯性感染 口腔周辺の筋膜隙，上・下顎の歯の根尖からの化膿性炎症の波
及経路 〃

8. 摂食嚥下と義歯 喉頭蓋谷と梨状陥凹，舌・舌骨・喉頭・咽頭複合体と嚥下，舌
骨のはたらき，義歯は嚥下とどうかかわるのか 〃

9. 歯周治療の現状と課題 現在の歯周治療法，先端的な治療法，課題と展望 永田

10. 歯周病細菌の局所病原性 複数の病原菌が関与する歯周病の細菌学的病因論を宿主-寄生体
関係を軸に考える． 三宅

11. 歯周病と免疫応答 歯周組織における免疫応答を説明し，歯周病の病態を解説する． 松尾
12. 口腔内細菌の全身伝播 感染性心内膜炎など口腔細菌による病巣感染性疾患を再考する． 伊藤

13. 歯肉溝滲出液の生化学診断 歯肉溝滲出液中に含まれる種々の物質とその臨床的意義を考察
する． 木戸

14. 歯周組織再生療法の実際 歯周組織再生療法の種類，適応症および術式 二宮

15. 歯肉歯槽粘膜手術の実際 歯周組織をより正常な形態に近づける外科術式について解説
する． 大石

Evaluation Criteria〉 試験を行う．試験方法については，担当教員を交え教務委
員会で協議決定する．
100点満点で 60点以上のものを合格とする．
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Re-evaluation〉 1回のみ行う．
Textbook〉 [教科書]
Reference〉 [参考資料]
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217358
Contact〉
⇒ Kitamura (口腔顎顔面形態学分野教授室, +81-88-633-7319, kitamura@den

t.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office Hour: (火∼ 金 16:15-17:45/4F 口腔解剖
学1・教授室))

⇒ Nagata (+81-88-633-7343, nagata@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office
Hour: 月∼ 金 17:00∼ 18:00/3F 第2保存・教授室)

⇒ Miyake (+81-88-633-7329, miyake@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office
Hour: 月∼ 金 17:00∼ 18:00/4F 口腔微生物学・教授室)

⇒ Matsuo (+81-886337339, matsuo@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office
Hour: 月∼ 金 17:00∼ 18:00/2F 第1保存・教授室)

⇒ Ito (+81-88-633-7336, itohiro@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office Hour:
(itohiro@dent.tokushima-u.ac.jp/月・水・金 16:00∼ 17:00/5F 予防歯学・教
授室/633-7336))

⇒ Kido (kido@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office Hour: 月∼ 木 17:00∼ 18:
00/3F 第2保存・第1研究室)

⇒ Ninomiya (+81-88-633-7344, ninomiya@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
(Office Hour: 月∼ 金 17:00∼ 18:00/3F 第2保存・第1研究室)

⇒ Oishi (+81-88-633-7344, ohishik@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office
Hour: 月∼ 金 17:00∼ 18:00/3F 第2保存・第1研究室)

Note〉 履修には 3分の 2以上の出席が必要である．試験は学生便覧の歯学部規
則を満たしている者に対して行う．
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